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碁
太
平
記
白
石
噺

―
復
活
上
演
と
由
比
正
雪
の
再
生

東　

晴
美

一　

初
代
国
立
劇
場
さ
よ
な
ら
公
演

　

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に
開
場
し
た
国
立
劇
場
は
、
二
〇
二
三

年
十
月
に
閉
館
し
、
建
て
替
え
を
行
い
、
二
〇
二
九
年
に
再
開
場
す
る
。

　

国
立
劇
場
の
建
て
替
え
の
意
義
は
、
老
朽
化
に
と
も
な
う
改
築
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
廓
と
と
も
に
「
悪
所
」
と
さ
れ
、
庶
民
の

娯
楽
で
あ
っ
た
芝
居
が
、
い
ま
か
ら
五
十
五
年
前
に
国
立
劇
場
と
し
て
建

築
さ
れ
た
時
、
隣
が
最
高
裁
判
所
と
い
う
立
地
状
況
で
あ
る
こ
と
が
揶
揄

さ
れ
た
。
世
界
各
国
の
劇
場
街
は
、
劇
場
を
中
心
に
飲
食
店
な
ど
が
ひ
し

め
き
、
観
劇
後
も
そ
の
余
韻
を
楽
し
む
空
間
が
広
が
る
。
国
立
劇
場
の
設

立
は
喜
ば
し
い
が
、
芝
居
文
化
が
醸
成
さ
れ
に
く
い
立
地
で
あ
っ
た
。
新

し
い
国
立
劇
場
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
入
っ
た
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
。
江
戸
時
代
の
芝
居
町
が
、
銀
座
に
近
い
歌
舞
伎
座
、
新
橋
演

舞
場
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
誕
生
す
る
。
歌
舞
伎
研
究
家
の
武
井
協
三
氏

は
、「
演
劇
と
は
追
憶
で
あ
る
」
と
私
に
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
観
劇
を

し
て
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
観
劇
の
興
奮
を
と
も
に
語
り
合
い
、
ブ

ロ
マ
イ
ド
（
役
者
の
錦
絵
）、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
劇
書
）、
粗
筋
本
（
絵
本

番
付
）、
脚
本
（
歌
舞
伎
台
帳
、
浄
瑠
璃
本
）、
劇
評
（
評
判
記
）
と
い
っ

た
、
様
々
な
出
版
物
で
、
繰
り
返
し
思
い
だ
す
。
そ
の
追
憶
の
場
の
重
要

な
拠
点
が
芝
居
町
で
あ
る
。
新
し
い
国
立
劇
場
に
期
待
は
高
ま
る
。

　

し
か
し
、
六
年
に
も
及
ぶ
閉
館
の
間
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
公
演
の
東

京
の
拠
点
を
失
う
。「
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
（
足
立
区
千
住
の
劇
場
）」
が

代
替
劇
場
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
が
、
国
立
劇
場
の
、
二
月
、
五
月
、

九
月
、
十
二
月
（
含
む
鑑
賞
教
室
）
の
四
回
の
定
期
公
演
の
す
べ
て
が
、

建
て
替
え
工
事
中
に
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
楽
公
演
の
回

数
が
減
る
こ
と
は
、
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
の
公
演
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

演
者
が
経
験
を
積
む
機
会
を
奪
う
し
、
観
客
が
観
る
力
を
養
う
機
会
も
失

う
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
一
回
の
公
演
時
間
を
短
め
に
し
た
三
部
制
は
ま
だ

続
い
て
お
り
、
大
曲
の
通
し
上
演
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
に

客
足
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
文
楽
は
、
ま
さ
に
正
念
場

を
迎
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

二
〇
二
二
年
九
月
か
ら
国
立
劇
場
は
十
四
カ
月
に
わ
た
る
「
初
代
国
立

劇
場
さ
よ
な
ら
公
演
」
を
行
う
。
そ
の
第
一
弾
は
、
文
楽
で
、
第
一
部
、

第
二
部
は「
碁
太
平
記
白
石
噺
」の
通
し
上
演
、第
三
部
は「
奥
州
安
達
原
」
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で
あ
っ
た
。
五
十
五
年
前
に
開
場
し
た
国
立
劇
場
は
、
戦
後
に
な
っ
て
上

演
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
し
か
し
あ
る
時
期
ま
で
芸
が
伝
承
さ
れ
た
演
目
の

復
活
や
、
部
分
的
に
上
演
さ
れ
て
い
る
作
品
を
前
後
の
筋
が
わ
か
る
よ
う

に
通
し
で
上
演
す
る
な
ど
、
興
行
的
な
成
功
の
み
を
追
求
す
る
だ
け
で
な

く
、
技
術
と
演
目
の
伝
承
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
さ
よ
な
ら
公
演
の
文

楽
の
第
一
弾
に
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
五
十
一
年
ぶ
り
の
「
通
し
上
演
」

を
選
ん
だ
の
は
国
立
劇
場
の
矜
持
を
示
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

定
期
公
演
ご
と
に
劇
評
が
載
る
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
各
紙
を
み
る
と
、

三
部
制
の
う
ち
の
二
部
を
占
め
る
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
に
対
し
て
、
二

紙
が
原
作
を
難
じ
て
い
る
。「
江
戸
初
演
の
本
作
に
は
、
浄
瑠
璃
と
し
て

未
熟
な
面
も
あ
る
が
、
貧
苦
か
ら
娘
を
売
っ
た
与
茂
作
（
玉
輝
）
と
お
さ

よ
（
簑
二
郎
）
の
述
懐
に
、
近
世
期
の
農
村
の
過
酷
な
現
実
が
赤
裸
々
に

示
さ
れ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
の
前
回
上
演
と
異
な
り
、
度
重
な
る
天
災

や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
分
断
に
さ
い
な
ま
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
本
作
を
上
演

し
て
次
代
に
つ
な
ぐ
意
義
も
あ
ろ
う
。」（
朝
日（

１
））、「
眼
目
は
51
年
ぶ
り
の

上
演
と
な
る
「
逆
井
村
」
で
、
竹
本
千
歳
太
夫
・
豊
澤
富
助
が
、
陸
奥
を

舞
台
と
し
た
作
品
ら
し
く
貧
困
の
辛
苦
を
切
々
と
訴
え
る
が
、
谷
五
郎
が

南
朝
復
活
の
大
望
を
語
る
後
半
は
、
由
比
正
雪
の
事
件
を
設
定
し
た
原
作

の
無
理
が
祟
り
、勇
壮
な
物
語
も
空
虚
に
響
い
た
。（
中
略
）
続
い
て
「
白

石
噺
」
の
六
、七
段
目
と
な
る
が
、
共
通
す
る
登
場
人
物
は
お
の
ぶ
だ
け

で
筋
は
膨
ら
ま
ず
、
１
，
２
部
に
ま
た
が
る
「
通
し
」
が
成
功
し
た
と
は

言
え
な
い
。」（
読
売（

２
））

　

日
本
の
新
聞
の
劇
評
欄
は
字
数
が
限
ら
れ
、
そ
こ
に
、
現
代
人
に
は
馴

染
み
の
な
い
登
場
人
物
の
古
典
芸
能
を
批
評
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ

る
。多
く
の
説
明
し
た
い
こ
と
を
省
略
し
た
う
え
で
、厳
選
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
。
こ
の
二
つ
の
劇
評
を
、
一
般
の
読
者
が
読
め
ば
、
原
作
に

問
題
の
あ
る
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
は
通
し
公
演
を
す
る
意
味
の
あ
る
作

品
で
は
な
く
、
九
月
公
演
は
第
三
部
だ
け
で
よ
い
、
と
感
じ
る
か
も
し
れ

な
い
。
い
か
な
る
「
浄
瑠
璃
」
が
未
熟
か
と
い
う
判
断
基
準
を
持
っ
て
い

て
、
由
比
正
雪
の
事
件
を
設
定
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
点
が
何
か
を

理
解
す
る
人
が
日
本
で
激
減
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
劇
評
に
よ
っ
て
、「
碁

太
平
記
白
石
噺
」
の
次
の
上
演
は
、
さ
ら
に
遠
の
く
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
五
十
一
年
ぶ
り
の
復
活
上
演
の

意
義
を
、
由
比
正
雪
物
の
視
点
、
ま
た
、
江
戸
で
生
ま
れ
た
浄
瑠
璃
作
品

の
視
点
か
ら
、
考
察
を
行
う
。

二
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
構
成
と
五
十
一
年
前
の
再
演
の
狙
い

　
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」は
、ど
の
解
説
や
辞
典
類
を
見
て
も
、「
由
比
正
雪
」

の
事
件
に
、
姉
妹
の
仇
討
事
件
を
と
り
あ
わ
せ
て
脚
色
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
令
和
四
年
の
劇
評
で
は
、
由
比
正
雪

の
事
件
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
、
と
り
あ
わ
せ
た
こ
と
に
原

作
の
落
度
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
本
作

の
全
体
の
構
成
を
確
認
す
る（
場
面
名
の
下
に
あ
る
の
は
担
当
し
た
作
者
。

作
者
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

大
序　

南
朝
賀
名
生
内
裏　

紀
上
太
郎

二
段
目　

明
神
の
森　
　
　
　

容
楊
黛

三
段
目　

岩
手
石
堂
館　
　
　

烏
亭
焉
馬



― 17 ―

四
段
目　

田
植
え

紀
上
太
郎

五
段
目　

逆
井
村

紀
上
太
郎

六
段
目　

浅
草
雷
門　
　
　
　

烏
亭
焉
馬

七
段
目　

新
吉
原
揚
屋　
　
　

烏
亭
焉
馬

八
段
目　

宇
治
常
悦
館　
　
　

紀
上
太
郎

九
段
目　

道
行

紀
上
太
郎

十
段
目　

宇
治
常
悦
の
故
郷　

紀
上
太
郎

十
一
段
目　

南
朝
北
朝
戦　
　

紀
上
太
郎

　

歌
舞
伎
で
は
、七
段
目
の
み
を
一
幕
物
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
が
多
く
、

文
楽
で
は
六
段
目
と
七
段
目
の
二
幕
物
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
す

な
わ
ち
、
奥
州
の
姉
妹
の
仇
討
話
で
あ
る
。
作
品
全
体
は
由
比
正
雪
が
幕

府
転
覆
を
は
か
っ
た
慶
安
事
件
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
話
も
実
録
体
小
説
と

し
て
流
布
し
て
お
り
、
由
比
正
雪
の
物
語
が
姉
妹
の
仇
討
話
を
吸
収
し
て

小
説
『
慶
安
太
平
記
』
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

３
）。

　

幕
府
転
覆
を
は
か
っ
た
由
比
正
雪
の
話
は
、
検
閲
の
あ
る
江
戸
時
代（

４
）に

は
実
名
の
上
演
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
作
で
は
、
江
戸
時
代
の

事
件
を
、
南
北
朝
に
置
き
換
え
、
由
比
正
雪
は
宇
治
常
悦
と
し
、
楠
木
正

成
の
遺
児
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

太
平
記
の
世
界
の
楠
木
正
成
の
事
績
と
、
巷
間
で
噂
さ
れ
る
由
比
正
雪

の
事
件
、
姉
妹
の
仇
討
の
三
つ
の
物
語
の
舞
台
化
で
あ
る
。

　

歴
史
的
事
件
を
扱
っ
た
近
世
期
の
戯
曲
の
構
造
は
、
周
知
の
史
実
（
本

説
）
を
出
発
点
と
し
て
、
近
世
的
主
題
の
自
由
な
展
開
を
し
、
再
び
本
説

へ
と
回
帰
す
る（

５
）。
こ
れ
を
楽
し
む
前
提
と
し
て
、
本
説
を
知
っ
て
い
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
歴
史
ド
ラ
マ
や
歴
史
も
の
の
ゲ
ー
ム
と
も
同

じ
構
造
で
あ
る
。し
か
し
、客
観
的
で
実
証
的
な
歴
史
観
の
現
代
人
に
と
っ

て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
逸
話
の
多
い
楠
木
正
成
や
由
比
正
雪
は
歴
史
の

教
科
書
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
人
物
で
あ
る（

６
）。
現
代
の
観
客
に

は
、
次
の
よ
う
な
情
報
を
補
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

太
平
記
の
世
界
で
の
本
説
で
、
本
作
に
関
わ
る
も
の
は
、
楠
木
正
成
が

河
内
出
身
で
あ
る
こ
と
、
嫡
男
が
正
行
で
、
軍
略
家
の
父
の
死
後
も
楠
木

軍
を
率
い
て
北
朝
と
戦
っ
た
こ
と
、
新
田
義
貞
も
反
足
利
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

　

由
比
正
雪
の
物
語
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
項
が
近
世
期
で
は
知
ら
れ

て
い
た
。
正
雪
は
駿
河
の
紺
屋
の
出
身
で
、
楠
流
の
軍
学
を
伝
え
る
楠
普

伝
の
弟
子
と
な
り
兵
法
家
と
な
る
。
正
雪
は
駿
河
で
徒
党
を
組
む
。
志
を

同
じ
く
す
る
丸
橋
忠
弥
は
江
戸
で
作
戦
を
展
開
す
る
が
計
画
が
露
見
し
て

捕
縛
さ
れ
る
。
由
比
正
雪
も
駿
河
で
つ
か
ま
る
。
上
方
で
は
、
金
井
民
五

郎
が
大
坂
の
総
大
将
と
な
り
、
計
画
が
露
見
し
て
切
腹
す
る
。
江
戸
で
は

水
道
に
毒
を
入
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
大
序
と
十
一
段
目
が

太
平
記
の
世
界
で
あ
る
。

　

二
段
目
で
は
、
武
芸
者
の
宇
治
兵
部
助
が
、
夢
で
楠
木
正
成
の
遺
児
で

あ
る
と
知
り
、
北
朝
を
倒
す
こ
と
を
決
意
す
る
。

　

三
段
目
は
大
名
石
堂
家
の
お
家
騒
動
で
、
武
芸
の
師
範
楠
原
普
伝
か
ら

宇
治
兵
部
助
は
幻
術
、
志
賀
台
七
は
天
眼
鏡
と
毒
薬
の
秘
術
を
得
る
。

　

四
段
目
で
は
志
賀
台
七
が
隠
し
た
天
眼
鏡
を
百
姓
に
見
つ
け
ら
れ
、
百

姓
を
殺
す
。
こ
れ
が
姉
妹
の
仇
討
話
の
発
端
と
な
る
。
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五
段
目
の
前
半
は
殺
さ
れ
た
百
姓
の
家
族
の
愁
嘆
の
場
面
で
、
後
半
は

百
姓
の
姉
娘
（
今
は
江
戸
の
廓
に
売
ら
れ
て
宮
城
野
）
の
婚
約
者
金
井
谷

五
郎
が
河
内
出
身
の
侍
で
宇
治
兵
部
助
常
悦
と
組
ん
で
北
朝
を
倒
す
た
め

に
立
ち
上
が
る
。
ま
た
、
殺
さ
れ
た
百
姓
も
河
内
出
身
で
あ
り
、
敵
が
所

有
す
る
毒
薬
の
秘
術
を
得
る
た
め
に
、
姉
妹
の
仇
討
を
助
け
る
こ
と
に
な

る
。

　

六
段
目
は
、
廓
に
売
ら
れ
た
姉
娘
を
た
ず
ね
て
き
た
妹
娘
の
信
夫
が
浅

草
で
騙
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
助
け
ら
れ
る
。

　

七
段
目
は
、
姉
妹
が
仇
討
ち
を
決
意
す
る
。

　

八
段
目
は
、
宇
治
常
悦
が
敵
の
台
七
か
ら
毒
薬
の
秘
術
を
得
、
ま
た
、

姉
妹
の
仇
討
を
成
就
さ
せ
る
。

　

九
段
目
は
、
三
段
目
の
石
堂
家
の
姫
と
恋
人
（
実
は
新
田
義
興
）
の
逃

避
行
。

　

十
段
目
は
、
宇
治
常
悦
の
帰
郷
と
、
鎌
倉
に
潜
伏
す
る
鞠
ヶ
瀬
秋
夜
の

捕
縛
。

　

こ
の
よ
う
に
、
姉
妹
の
敵
が
、
由
比
正
雪
の
乱
の
重
要
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
毒
薬
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
物
語
は
分
か
ち
が
た
く
、

か
ら
み
あ
い
な
が
ら
同
時
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
十
一
年
前
の
昭
和
四
十
六
年
は
、
六
段
目
と
七
段
目
の
前
に
、
由
比

正
雪
（
宇
治
常
悦
）
が
登
場
す
る
二
段
目
、
四
段
目
、
五
段
目
が
加
え
ら

れ
た
通
し
上
演
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
鑑
賞
ガ
イ
ド
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
こ
れ
で
、宮
城
野
、信
夫
の
仇
討
の
物
語
は
一
応
通
る
。
欲
を
い
え
ば
、

結
末
の
仇
討
を
つ
け
る
と
完
結
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
狂
言
の
仇
討
の
場

は
正
雪
の
一
件
と
か
ら
み
合
っ
て
い
て
、
か
え
っ
て
筋
が
混
乱
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
時
間
的
に
も
大
幅
に
予
定
を
超
過
す
る
の
で
割
愛
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た（

７
）」

　

つ
ま
り
、
五
十
一
年
前
の
上
演
の
狙
い
は
、
絶
え
る
こ
と
な
く
上
演
さ

れ
続
け
た
七
段
目
つ
ま
り
、
姉
妹
の
仇
討
ち
話
に
至
る
ま
で
の
話
を
通
し

て
上
演
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
由
比
正
雪
の
話
は
避

け
た
い
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
筋
が
混
乱
す
る
の

と
、
上
演
時
間
を
短
く
し
た
い
た
め
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
上
演
時

間
を
短
縮
し
た
三
部
制
の
令
和
四
年
の
公
演
で
は
、
さ
ら
に
二
段
目
を
外

し
て
い
る
の
で
、
姉
妹
の
仇
討
の
話
へ
と
よ
り
い
っ
そ
う
フ
ォ
ー
カ
ス
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

由
比
正
雪
の
乱
の
物
語
と
姉
妹
の
仇
討
話
と
分
か
ち
が
た
い
本
作
を
、

あ
え
て
由
比
正
雪
の
方
を
見
え
な
く
す
る
五
十
一
年
前
の
方
針
が
、
令
和

四
年
に
至
っ
て
無
理
な
構
成
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
原
作
自
体
は
無
理
で

は
な
い
。

　

五
十
一
年
前
の
さ
ら
に
十
四
年
前
の
昭
和
三
十
二
年
に
、
新
橋
演
舞
場

で
二
段
目
、
四
段
目
、
五
段
目
、
六
段
目
、
七
段
目
を
通
し
で
上
演
を
し

て
い
る（

８
）。
明
治
か
ら
大
正
期
の
御
霊
文
楽
時
代
で
は
、
大
序
、
ま
た
は
、

四
段
目
の
田
植
え
か
ら
の
通
し
上
演
は
、
一
日
の
メ
イ
ン
の
演
目
と
な
る

建
て
狂
言
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
は
姉
妹
の
仇
討
物
と
し
て
の
切
狂
言

の
時
と
、
由
比
正
雪
も
の
の
建
て
狂
言
の
時
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回

の
五
十
一
年
ぶ
り
の
通
し
上
演
が
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
上
演
の
歴

史
か
ら
み
れ
ば
間
が
あ
き
す
ぎ
て
い
る
と
い
え
る
。
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近
世
期
の
上
演
状
況
を
み
る
と
、
初
演
さ
れ
た
安
永
九
（
一
七
八
〇
）

年
か
ら
、
四
十
年
後
ま
で
は
、
正
雪
の
計
画
が
露
見
す
る
十
段
目
ま
で
は

上
演
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
由
比
正
雪
の
乱
の
重
要
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
毒

薬
入
手
の
八
段
目
ま
で
は
、
仇
討
ち
と
密
接
に
か
ら
む
た
め
、
明
治
二
十

年
ま
で
は
上
演
さ
れ
て
い
る
。
七
段
目
で
終
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
由

比
正
雪
の
筋
が
難
し
い
か
ら
で
は
な
く
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
が
建
狂
言
で

も
七
段
目
で
終
わ
っ
た
り
、
九
段
目
で
終
わ
っ
た
り
す
る
の
と
同
じ
で
あ

ろ
う
。

　

明
治
十
五
年
の
松
島
文
楽
座
で
は
、
二
段
目
と
七
段
目
と
八
段
目
を
中

幕
と
し
て
上
演
し
て
い
る
。
徳
川
時
代
の
検
閲
も
な
く
な
り
、
宇
治
常
悦

で
は
な
く
、
由
比
正
雪
と
し
て
番
付
に
は
名
前
が
出
て
お
り
、
倒
幕
に
力

を
あ
わ
せ
る
二
人
の
出
会
い
の
二
段
目
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
段
目

は
、
姉
妹
の
敵
の
志
賀
台
七
を
か
く
ま
っ
て
な
か
な
か
仇
討
の
機
会
を
つ

く
ら
な
い
正
雪
（
常
悦
）
を
碁
に
よ
そ
え
て
真
意
を
さ
ぐ
る
場
面
が
あ
る
。

こ
れ
が
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
で
あ
る
。
明
治
の
初

期
の
頃
ま
で
は
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
は
、
由
比
正
雪
の
話
と
、
姉
妹

の
仇
討
話
の
両
方
を
観
客
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
五
十
一
年
前
は
近
代
の
合
理
主
義
に
よ
っ
て
重
層
的
な
物
語

を
退
け
、
単
一
の
物
語
に
集
約
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
が

令
和
四
年
に
な
っ
て
、
よ
り
一
層
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

現
代
人
は
本
当
に
そ
の
よ
う
な
重
層
な
物
語
が
理
解
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
い
う
重
層
的
な
物
語
と
は
、
文
学
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を

論
じ
た
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
「
作
者
の
死（

９
）」
に
も
通
じ
る
も
の
だ
。
モ

ダ
ニ
ズ
ム
が
一
人
の
作
者
の
創
作
性
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ

ニ
ズ
ム
は
、
先
行
す
る
作
品
を
取
り
合
わ
せ
な
が
ら
新
し
い
物
語
を
織
り

な
し
て
い
く
。
ま
さ
に
、
江
戸
時
代
の
戯
曲
の
手
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
で
は
、
時
間
も
空

間
も
超
え
た
架
空
の
都
市
で
、
日
本
の
歴
史
上
の
人
物
や
近
代
文
学
者
た

ち
な
ど
が
、
一
堂
に
会
し
て
物
語
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
。

　

重
層
的
な
物
語
を
一
つ
の
物
語
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
姉
妹
の

仇
討
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
よ
り
わ
か
り
、
古
典
芸
能
は
決
し
て
難
し
く
な
い

と
思
わ
せ
る
期
待
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
分
か
ち
が
た
く
か
ら
み

あ
っ
た
正
雪
の
物
語
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
、
令
和

の
劇
評
が
つ
た
え
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
理
解
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

む
し
ろ
必
要
な
の
は
、
あ
る
時
期
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
正
雪
の
物
語
の

「
本
説
」
の
情
報
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
徳
川
幕
府

の
文
書
な
ど
客
観
的
な
資
料
で
裏
付
け
が
と
れ
な
い
慶
安
事
件
は
、
教
科

書
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
い
。
巷
間
で
語
ら
れ
る
「
本
説
」
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、重
層
的
な
物
語
の
一
部
し
か
面
白
さ
は
わ
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
も
影
響
を
受
け
た
、
由
比
正
雪
も
の

を
検
閲
の
あ
る
江
戸
時
代
で
上
演
す
る
た
め
の
、
時
代
設
定
や
人
物
名
な

ど
の
枠
組
み
を
生
み
出
し
た「
太
平
記
菊
水
之
巻
」（
宝
暦
九（
一
七
五
九
）

年
初
演
）
は
、初
演
の
あ
と
十
回
の
再
演
を
経
て
、文
化
十
三
（
一
八
一
六
）

年
を
最
後
に
上
演
さ
れ
な
く
な
る
。
一
方
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
は
、

吉
原
揚
屋
の
姉
妹
の
再
会
の
名
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
正
雪
の
慶
安
の
変

の
物
語
を
含
ん
だ
通
し
上
演
と
半
通
し
上
演
も
含
め
る
と
、
江
戸
期
だ
け

で
も
百
十
回
以
上
の
再
演
が
確
認
で
き
る
。
上
演
さ
れ
る
地
域
も
、
京
、
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江
戸
、
大
坂
の
み
な
ら
ず
、
淡
路
、
福
井
は
越
前
、
広
島
は
宮
島
、
播
州
、

神
奈
川
の
相
模
な
ど
、
日
本
各
地
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
維
新
以
降
も
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
上
演
さ
れ
て
き
た
。
姉
妹
の
仇
討
だ
け
で
は
な
く
、

由
比
正
雪
も
の
と
し
て
も
日
本
の
大
切
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
と
え
な
い
。

　

我
々
が
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
が
由
比
正
雪
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て

も
、
楽
し
ま
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
通
し
で
上

演
し
た
意
義
は
あ
る
。
重
層
的
な
物
語
を
、
物
語
の
集
合
体
と
し
て
、
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
な
価
値
観
か
ら
で
も
楽
し
め
る
作
品
を
、
人
形
浄
瑠
璃
の
技

術
を
も
っ
て
伝
承
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
我
々
観
客
が
、
西
洋
由
来
の
近

代
主
義
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
と
、
伝
統
的
な
文
化
を
現

代
に
享
受
す
る
可
能
性
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
三　

江
戸
の
浄
瑠
璃

　

本
作
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、江
戸
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
点
だ
。
初
演
は
、

安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
正
月
二
日
、
江
戸
の
外
記
座
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
上
方
が
文
化
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
江
戸
生

ま
れ
の
江
戸
っ
子
に
よ
る
文
化
が
花
開
い
た
時
代
で
あ
る
。
人
形
浄
瑠
璃

に
関
し
て
は
、
上
方
で
は
明
和
年
間
（
一
七
六
〇
年
代
）
に
、
道
頓
堀
か

ら
竹
本
座
、
豊
竹
座
が
姿
を
消
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
方
、
江
戸
で
は
、

義
太
夫
節
の
新
作
浄
瑠
璃
が
う
ま
れ
た（

（1
（

。
そ
れ
以
前
は
、
上
方
で
ヒ
ッ
ト

し
た
作
品
を
江
戸
で
上
演
し
て
い
た
が
、
江
戸
の
浄
瑠
璃
に
は
、
江
戸
の

観
客
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
作
品
な
ら
で
は
の
特
色
が
い
く
つ
か
あ

る
。
歌
舞
伎
作
品
の
浄
瑠
璃
化
、
お
家
騒
動
物
、
敵
討
ち
も
の
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
も
の
は
、
本
作
の
前
後
に
初
演
さ
れ
た
江
戸
の

浄
瑠
璃
で
、現
在
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
舞
台
に
か
か
る
機
会
が
多
い
。

　
　

伊
達
競
阿
国
戯
場
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年　

伊
達
騒
動
も
の

　
　

碁
太
平
記
白
石
噺
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年

　
　

加
賀
見
山
旧
錦
絵
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年　

加
賀
騒
動
も
の

　
　

伽
羅
先
代
萩　
　

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年　

伊
達
騒
動
も
の

こ
れ
ら
は
、
源
平
の
合
戦
を
扱
っ
た
平
家
物
語
や
、
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕

か
ら
室
町
幕
府
の
成
立
ま
で
を
扱
っ
た
太
平
記
な
ど
、
語
り
物
の
浄
瑠
璃

が
扱
っ
て
き
た
歴
史
物
語
と
は
異
な
る
。
歌
舞
伎
が
常
に
現
代
劇
で
あ
ろ

う
と
し
た
こ
と
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
出
来
事
を
題
材
に
す

る
こ
と
が
多
い
。

　

本
作
の
作
者
は
、
紀
上
太
郎
、
烏
亭
焉
馬
、
容
楊
黛
で
あ
る
。
江
戸
の

後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
『
武
江
年
表
』
に
は
、
こ
の
時
代

に
活
躍
し
た
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
、「
紀
の
上
太
郎
、
万
象
亭
（
二
代
目

福
内
鬼
外
）、
松
貫
四
、
容
楊
黛
、
玉
泉
堂
、
鬼
眼
、
弁
治
、
焉
馬　

其

の
外
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
作
は
、
江
戸
の
浄
瑠
璃

の
代
表
的
な
作
者
が
共
作
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

紀
上
太
郎
（
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
～
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
）

は
、
豪
商
三
井
南
家
の
嫡
子
で
、
江
戸
の
浄
瑠
璃
作
者
の
後
援
者
と
も
い

う
存
在
で
あ
る（

（1
（

。

　

烏
亭
焉
馬
（
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
～
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
）
は
、

江
戸
落
語
中
興
の
祖
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
五
代
目
市
川
団
十
郎

の
熱
狂
的
な
贔
屓
で
、
市
川
団
十
郎
家
を
軸
に
し
た
歌
舞
伎
通
史
『
花
江

都
歌
舞
妓
年
代
記
』
を
著
し
た
。
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容
楊
黛
（
生
没
年
不
詳
）
は
、「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。

　

浄
瑠
璃
は
作
者
が
誰
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
て
い
て
も
、
ど
の
部
分
を
担

当
し
た
か
は
ほ
と
ん
ど
が
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
本
作
で
は
、
誰
が

ど
の
部
分
を
担
当
し
た
か
が
、
浄
瑠
璃
本
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

紀
上
太
郎
は
、
由
比
正
雪
を
モ
デ
ル
と
し
た
宇
治
常
悦
が
活
躍
す
る
場

面
を
担
当
し
、
烏
亭
焉
馬
は
江
戸
の
風
俗
を
活
写
し
た
場
面
を
担
当
し
て

い
る
。

　

浄
瑠
璃
研
究
者
の
内
山
美
樹
子
氏
は
、
本
作
を
「
所
詮
江
戸
の
通
人
連

が
道
楽
に
こ
し
ら
え
た
脚
本
で
あ
る
か
ら
、
東
北
の
農
民
の
貧
苦
、
親
子

姉
妹
の
情
愛
、
悪
代
官
へ
の
反
抗
な
ど
と
い
う
普
遍
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を

扱
っ
て
も
、
そ
の
戯
曲
的
処
理
法
が
き
わ
め
て
幼
稚
で
、
通
し
狂
言
に
し

て
も
筋
の
凝
っ
た
紙
芝
居
程
度
の
効
果
し
か
上
ら
な
い
。（

（1
（

」
と
評
す
。
内

山
氏
の
こ
の
時
の
批
評
の
意
図
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
者
の

経
歴
を
み
れ
ば
、
江
戸
の
通
人
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
歌
舞
伎
界

に
精
通
す
る
烏
亭
焉
馬
だ
け
で
な
く
、
紀
上
太
郎
も
江
戸
歌
舞
伎
の
影
響

が
著
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
本
作
は
、
江
戸
歌
舞
伎
の
影
響
を
受
け

た
、江
戸
の
浄
瑠
璃
と
し
て
楽
し
む
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
逆
井
村
」：「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
パ
ロ
デ
ィ
　

　

令
和
四
年
の
公
演
の
チ
ラ
シ
で
は
、「
通
し
狂
言
の
上
演
、
稀
曲
の
伝

承
を
目
的
と
し
て
き
た
国
立
劇
場
な
ら
で
は
の
企
画
」
と
す
る
。
稀
曲
と

は
、
五
段
目
「
逆
井
村
」
で
あ
る
。

　

こ
の
段
は
、
忠
臣
蔵
の
六
段
目
を
彷
彿
と
さ
せ
る
場
面
展
開
と
な
っ
て

い
る
。

　

四
段
目
、
田
植
え
の
段
は
、
在
郷
唄
で
幕
が
開
く
。
こ
れ
は
、
忠
臣
蔵

の
六
段
目
の
麦
を
搗
く
音
に
交
じ
っ
て
聞
こ
え
る
在
郷
唄
で
始
ま
る
幕
開

き
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。

　

敵
役
の
志
賀
台
七
が
隠
し
た
天
眼
鏡
を
百
姓
の
与
茂
作
が
見
つ
け
る
の

を
、
台
七
が
惨
殺
す
る
。
こ
こ
は
、
忠
臣
蔵
の
五
段
目
で
、
お
軽
の
父
が

悪
人
の
斧
定
九
郎
に
殺
さ
れ
る
場
面
に
通
じ
る
。

　

五
段
目
、
逆
井
村
の
段
で
は
、
百
姓
の
与
茂
作
が
貧
苦
の
た
め
に
姉
娘

を
吉
原
に
売
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、忠
臣
蔵
の
お
軽
の
身
売
り
に
通
じ
る
。

さ
ら
に
、
昨
日
か
ら
逗
留
し
て
い
る
旅
の
武
芸
者
が
姉
娘
の
婚
約
者
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
、
忠
臣
蔵
で
お
軽
が
勘
平
と
恋
仲
で
あ
る
こ

と
に
通
じ
る
。

　

そ
こ
へ
、
父
与
茂
作
の
亡
骸
が
帰
っ
て
く
る
。
母
は
、
旅
の
武
芸
者
を

衣
服
の
血
糊
か
ら
疑
う
。
こ
れ
も
、
娘
婿
の
勘
平
が
血
糊
の
つ
い
た
舅
の

財
布
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
疑
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
最

終
的
に
無
実
が
証
明
さ
れ
る
の
も
、
同
じ
で
あ
る
。

　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
は
、
浄
瑠
璃
の
三
大
名
作
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
、
浄

瑠
璃
だ
け
で
な
く
歌
舞
伎
化
も
さ
れ
、
大
人
気
の
作
品
で
あ
る
。
本
作
が

上
演
さ
れ
る
少
し
前
、
先
述
し
た
よ
う
に
上
方
の
浄
瑠
璃
界
は
道
頓
堀
か

ら
主
要
な
劇
場
が
姿
を
消
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
、
浄
瑠
璃
が
下
火
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
稽
古
浄
瑠
璃
が
大
坂
の
み
な
ら
ず
京

や
江
戸
、
堺
で
も
大
い
に
流
行
し
た（

（1
（

。「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
は
、
稽
古

を
通
し
て
忠
臣
蔵
を
知
悉
し
て
い
る
観
客
に
パ
ロ
デ
ィ
で
見
せ
る
の
で
あ

る
。
忠
臣
蔵
で
は
、
主
君
の
難
儀
の
場
に
立
ち
会
え
な
か
っ
た
浪
人
勘
平
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が
、
舅
殺
し
ま
で
犯
し
て
討
入
の
金
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
と
し
て
、

終
始
沈
痛
な
場
面
と
し
て
展
開
す
る
。
し
か
し
、「
逆
井
村
」
は
、
百
姓

与
茂
作
の
遺
骸
を
連
れ
帰
っ
た
妹
娘
と
叔
父
が
、
病
弱
な
母
に
死
ん
だ
こ

と
を
知
ら
せ
ま
い
と
、
隠
そ
う
と
す
る
会
話
が
、
緊
迫
の
裏
返
し
で
笑
い

を
誘
う
。
忠
臣
蔵
が
、
敵
討
ち
話
の
代
表
格
で
あ
る
こ
と
を
も
ち
ろ
ん
踏

ま
え
た
う
え
で
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
赤
穂
浪
士
の
敵
討
ち

は
、
喧
嘩
両
成
敗
の
原
則
を
無
視
し
た
幕
府
の
処
断
へ
の
異
議
申
し
立
て

の
意
味
も
含
ん
で
お
り
、
浅
野
家
の
再
興
ま
で
大
々
的
に
上
演
が
さ
れ
な

か
っ
た
作
品
で
あ
る
。「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
が
幕
府
転
覆
を
狙
っ
た
由

比
正
雪
の
物
語
と
呼
応
す
る
こ
と
も
観
客
は
知
っ
て
重
ね
て
み
て
い
た
だ

ろ
う
。

　

本
作
は
は
な
か
ら
物
語
を
緻
密
に
重
ね
て
い
く
の
で
は
な
く
、
お
お
ら

か
で
、
洒
脱
で
機
知
に
と
ん
だ
天
明
歌
舞
伎
の
作
劇
法
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
と
ん
だ
頓
智
で
、
次
々
と
知
識
を
つ
な
い
で

い
く
、
俳
諧
や
狂
歌
、
黄
表
紙
の
よ
う
な
セ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
た
地
域
と
し

て
の
江
戸
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
文
化
を
背
景
に
し
て
い
る（

（1
（

。

江
戸
の
歌
舞
伎
を
浄
瑠
璃
で
展
開
す
る

　

そ
の
よ
う
な
江
戸
の
歌
舞
伎
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い

る
の
が
、
歌
舞
伎
通
で
あ
る
烏
亭
焉
馬
が
担
当
し
た
六
段
目
、
七
段
目
で

あ
る
。

　

六
段
目
は
、
浅
草
の
風
俗
画
活
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
助
六
由

縁
江
戸
桜
」
が
曽
我
兄
弟
の
仇
討
物
で
あ
り
な
が
ら
、
吉
原
の
風
俗
を
活

写
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
信
夫
の
仙
台
な
ま
り
は
、
紀
上
太
郎
が

烏
亭
焉
馬
に
奥
州
訛
り
を
調
査
さ
せ
、
自
ら
も
奥
州
の
女
中
を
家
に
お
い

て
研
究
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
浅
草
で
売
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
妹
娘
を
助
け
た
廓
の
主
人
が
、

七
段
目
で
、
仇
討
に
は
や
る
姉
妹
を
、
曽
我
狂
言
を
引
い
て
説
得
す
る
場

面
が
あ
る
。

　

曽
我
十
郎
と
五
郎
の
母
が
、
夫
の
敵
を
討
つ
た
め
に
曽
我
祐
信
へ
嫁
い

だ
苦
労
や
、
十
郎
と
五
郎
が
烏
帽
子
親
の
北
条
時
政
を
後
ろ
盾
に
も
っ
た

こ
と
な
ど
を
話
す
の
は
、
曽
我
狂
言
を
語
り
に
よ
っ
て
劇
中
劇
で
再
現
し

て
い
る
。
曽
我
狂
言
も
、
忠
臣
蔵
と
同
じ
く
代
表
的
な
仇
討
狂
言
の
一
つ

で
あ
る
が
、
特
に
江
戸
の
歌
舞
伎
で
は
、
毎
年
正
月
に
曽
我
狂
言
を
上
演

す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
が
正
月
に
初

日
を
迎
え
て
い
る
の
は
、
江
戸
歌
舞
伎
の
曽
我
狂
言
を
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

浄
瑠
璃
に
取
り
込
む
こ
と
に
あ
る
。

　
四　

近
代
の
文
学
観
を
超
え
て

　

浄
瑠
璃
研
究
家
の
内
山
美
樹
子
氏
は
、
浄
瑠
璃
は
叙
事
詩
で
あ
る
と
し

た
。
西
洋
の
文
学
の
「
叙
事
詩
」「
抒
情
詩
」「
劇
詩
」
の
分
類
の
中
で
、

平
家
物
語
な
ど
が
叙
事
詩
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
中
で
、
浄
瑠
璃
も
そ
の

中
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
内
山
氏
は
、
叙
事
詩
の
民
族
の
英
雄
の
語

り
を
浄
瑠
璃
に
求
め
た
。
そ
の
視
点
か
ら
、
五
十
一
年
前
の
通
し
上
演
を

内
山
氏
は
、
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

　
「「
逆
井
村
」
の
場
合
、
喜
左
衛
門
の
弾
き
生
か
す
沈
痛
な
気
分
を
背
景

に
、
越
路
大
夫
の
く
り
ひ
ろ
げ
る
緻
密
な
演
技
・
演
出
、
そ
れ
ら
が
い
か

に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
芝
居
自
体
の
退
屈
さ
は
覆
う
べ
く
も
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な
い
。
も
と
よ
り
越
路
の
、
巧
緻
に
過
ぎ
て
情
味
と
輪
郭
の
大
き
さ
を
欠

く
弱
点
は
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
だ
け
質
の
高
い

技
芸
を
、
無
内
容
な
戯
曲
の
た
め
に
費
や
す
余
裕
は
、
現
在
の
文
楽
に
は

な
い
は
ず
だ
。（

（1
（

」
こ
の
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
制
作
意
図
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
さ
き
ご
ろ
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
た
ば
か
り
の

越
路
が
語
る
の
は
聞
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
味
線
の
喜
左
衛
門
と
の“
文

化
財
コ
ン
ビ
”
に
演
舞
場
の
と
き
の
綱
、
弥
七
に
勝
る
充
実
し
た
演
奏
を

期
待
し
た
い（

（1
（

」。舞
台
の
芸
と
し
て
は
、制
作
陣
の
狙
い
通
り
で
あ
っ
て
も
、

原
作
と
し
て
は
「
退
屈
」「
無
内
容
」
と
内
山
氏
は
断
じ
て
い
る
。
昭
和

の
前
期
か
ら
名
場
面
の
み
を
上
演
す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
危
機

意
識
を
つ
の
ら
せ
た
内
山
氏
は
、
一
貫
し
て
通
し
上
演
の
重
要
性
を
説
い

て
き
た
。
昭
和
四
十
年
代
の
限
ら
れ
た
文
楽
の
上
演
機
会
に
ど
の
作
品
か

ら
通
し
上
演
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
課
題
に
焦
燥
感
を
も
っ
て
向
き
合
っ

た
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
令
和
四
年
の
劇
評
が
、
本
作
を
「
浄
瑠
璃
」
と
し

て
「
未
熟
」
で
「
無
理
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
内
山

氏
の
浄
瑠
璃
観
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
直
前
ま
で
、
国
立
劇
場
は
様
々
な
演
目
の
通
し

上
演
に
再
三
再
四
取
り
組
ん
で
き
た
。内
山
氏
が
劇
評
を
よ
せ
た
頃
と
は
、

状
況
が
異
な
る
。
江
戸
時
代
の
作
者
は
、
西
洋
の
叙
事
詩
も
あ
ず
か
り
知

ら
ず
、
江
戸
の
観
客
に
向
け
て
、
江
戸
の
浄
瑠
璃
を
書
こ
う
と
意
図
し
た
。

二
四
〇
年
前
の
原
作
を
難
ず
る
の
で
は
な
く
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
は
由

比
正
雪
物
の
代
表
的
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
、

そ
の
「
楽
し
み
方
」
を
継
承
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

近
世
演
劇
の
研
究
家
鳥
越
文
蔵
氏
は
、「
浄
瑠
璃
は
近
世
庶
民
の
倫
理

観
、
人
生
観
を
構
築
し
て
い
く
上
で
の
必
読
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
近

代
の
出
版
物
に
多
く
含
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
近
世
か
ら
近
代
ま
で
、
わ
が

国
の
一
般
庶
民
に
愛
好
さ
れ
た
浄
瑠
璃
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
思
想
は
、

血
肉
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い（

（1
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
。
西
洋

の
叙
事
詩
の
視
点
か
ら
説
く
内
山
氏
の
浄
瑠
璃
の
定
義
を
モ
ノ
サ
シ
と
し

て
、
通
し
上
演
の
意
義
を
令
和
四
年
の
通
し
上
演
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
し
か

う
け
と
め
な
い
な
ら
ば
、
二
度
と
こ
の
作
品
は
国
立
劇
場
で
は
上
演
さ
れ

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
い
く
ら
、
稀
曲
「
逆
井
村
」
の
竹
本
千
歳
太
夫
と
三

味
線
豊
澤
富
助
の
名
演
技
が
令
和
四
年
に
輝
こ
う
と
も
、
新
し
い
価
値
を

見
出
す
力
が
批
評
家
に
な
け
れ
ば
、
二
度
と
千
歳
太
夫
は
こ
の
稀
曲
に
挑

戦
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
令
和
四
年
の
評
論
家

に
よ
っ
て
葬
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
客
席
の
反
応
は
そ
う
で
は
な
い
。
劇
場
の
筋
書
き

を
読
み
な
が
ら
、
複
雑
な
人
物
関
係
に
難
し
い
、
難
し
い
と
言
い
な
が
ら

も
、「
逆
井
村
」
に
観
客
は
笑
い
、
し
ん
み
り
し
た
。
そ
し
て
、
幕
切
れ

の
、
反
政
府
の
旗
揚
げ
へ
の
勇
壮
な
物
語
に
、「
面
白
い
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
人
々
は
、「
浄
瑠
璃
と
し
て
の
未
熟
さ
」
を
知
ら

な
い
、
稚
拙
な
文
楽
フ
ァ
ン
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
現
在
の
東
京

に
は
、
様
々
な
芸
術
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
で
見
る
人
気
者
が
出
演
す
る
現
代

劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
な
ど
様
々
な
舞
台
芸
術
が
ひ
し
め
く
。
そ

の
中
で
、
一
つ
の
舞
台
芸
術
と
し
て
足
を
運
ん
だ
観
客
が
、
面
白
い
と
感

じ
る
も
の
が
、
太
夫
と
三
味
線
の
語
り
の
芸
、
正
面
で
展
開
す
る
人
形
の

芸
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

新
し
い
国
立
劇
場
は
、
い
わ
ゆ
る
歌
舞
伎
や
文
楽
の
演
目
を
知
り
尽
く
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し
た
「
通
」
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
が
集
う
演
劇
空
間
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
ん
な
人
々
に
と
っ
て
、
近
代
的
な
文
学
批
評
に
か
な
わ
な
く

て
も
、
観
て
面
白
い
演
目
を
伝
承
す
る
義
務
が
国
立
劇
場
に
は
あ
る
。
そ

れ
を
、
五
十
一
年
ぶ
り
に
挑
戦
し
た
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
問
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

稀
曲
の
復
活
に
む
け
て
情
熱
を
傾
け
た
制
作
陣
と
、
文
楽
を
楽
し
む
観

客
の
受
け
渡
し
を
す
る
に
は
、
日
本
の
新
聞
の
紙
面
は
あ
ま
り
に
も
割
く

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
す
ぎ
る
。

本
稿
が
、次
世
代
に
文
楽
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、各
劇
評
で
書
か
れ
な
か
っ

た
部
分
を
補
う
も
の
と
な
れ
ば
と
願
い
た
い
。

注（
１
）
田
草
川
み
ず
き
「
国
立
劇
場
「
九
月
文
楽
公
演
」　

重
厚
な
ド
ラ
マ
床
・
人

形
が
充
実
」『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
二
〇
二
二
年
九
月
八
日
。
重
厚
な
ド
ラ

マ
は
、
第
三
部
に
対
す
る
評
価
。

（
２
）
富
岡
泰
「
文
楽
九
月
公
演　
「
奥
州
安
達
原
」
適
役
ぞ
ろ
い
」『
読
売
新
聞
」

夕
刊
、
二
〇
二
二
年
九
月
十
三
日
。

（
３
）
山
本
卓
「『
絵
本
敵
討
孝
女
伝
』
―
実
録
種
の
読
本
化
と
出
版
書
誌
―
」『
舌

耕
・
書
本
・
出
版
と
近
世
小
説
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
二
二
三
～

二
三
八
頁
。

（
４
）
神
津
武
男
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
一
頁
。

浄
瑠
璃
作
者
の
原
稿
が
成
る
と
、
座
本
を
通
し
て
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
、
そ

の
裁
可
を
待
つ
間
に
節
付
け
を
含
め
た
上
演
準
備
が
進
め
ら
れ
、
上
演
許
可

が
出
た
と
こ
ろ
で
、
公
演
の
初
日
を
迎
え
る
。

（
５
）
松
崎
仁
「
一
谷
嫩
軍
記
の
場
合
」『
方
法
と
し
て
の
戯
曲
』
笠
間
選
書

一
五
八
、
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
。

（
６
）
注　

例
え
ば
、『
詳
説　

日
本
史
Ｂ
』（
山
川
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、

慶
安
事
件
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。「
平
和
が
続
く
中
で
重
要
な
政
治
課
題

と
な
っ
た
の
は
、
戦
乱
を
待
望
す
る
牢
人
や
、
秩
序
に
お
さ
ま
ら
な
い
「
か

ぶ
き
者
」
の
対
策
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
六
五
一
（
慶
安
四
）
年
七
月
に
兵

学
者
由
比
正
雪
の
乱
（
慶
安
の
変
）
が
お
こ
る
と
、
幕
府
は
大
名
の
末
期
養

子
の
禁
止
を
緩
和
し
、
牢
人
の
増
加
を
防
ぐ
一
方
、
江
戸
に
住
む
牢
人
と
と

も
に
か
ぶ
き
者
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。」
由
比
正
雪
が
浪
人
と
徒
党

を
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
記
述
さ
れ
ず
、
由
比
正
雪
の
乱
が
あ
っ
た
事
実
の

み
で
、
末
期
養
子
の
禁
止
の
緩
和
を
理
解
す
る
の
は
、
至
難
の
業
だ
ろ
う
。

由
比
正
雪
の
乱
が
実
録
体
小
説
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
客
観
的
で
実
証
的

な
事
実
を
お
さ
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
記
述

さ
れ
な
い
。

（
７
）
山
田
庄
一
『
国
立
劇
場
文
楽
公
演
第
十
八
回
』
国
立
劇
場
事
業
部
編
、

一
九
七
一
年
五
月
、
十
五
頁
。

（
８
）
四
段
目
を
昭
和
四
十
六
年
に
作
曲
し
た
の
は
冒
頭
の
部
分
の
追
加
で
、
四
段

目
の
後
半
は
上
演
さ
れ
て
い
た
。

（
９
）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
作
者
の
死
」『
物
語
の
構
造
分
析
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
九
年
。

（
10
）　

江
戸
の
義
太
夫
節
の
移
入
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
田
川
邦
子
「
総
説
―
そ
の

歴
史
と
作
品
―
」
が
、
簡
に
し
て
要
を
得
る
。『
江
戸
作
者
浄
瑠
璃
集
』
叢

書
江
戸
文
庫
15
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
、
四
六
四
～
四
六
九
頁
。

（
11
）　

森
修
「
江
戸
浄
瑠
璃
と
紀
上
太
郎
」『
嘉
栗
研
究
』
昭
和
三
十
九
年
、
九
月
。

引
用
は
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
、
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
、
一
九
七
一

年
。

（
12
）　

内
山
美
樹
子
『
文
楽
二
十
世
紀
後
期
の
輝
き
―
劇
評
と
文
楽
考
』
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
、
五
五
頁
。

（
13
）　

前
掲
注
（
11
）

（
14
）　

祐
田
善
雄
「
文
楽
講
座
15　

義
太
夫
節
の
歴
史
」、『
国
立
劇
場
文
楽
公
演
第

十
八
回
』
国
立
劇
場
事
業
部
編
、
一
九
七
一
年
五
月
、
二
十
四
頁
。

（
15
）　

前
掲
注
（
10
）。
田
川
氏
は
、「
先
行
作
品
の
丸
取
り
や
書
き
替
え
、
一
部
利

用
が
少
な
く
な
い
の
は
、
独
創
性
の
乏
し
さ
よ
り
も
、
種
の
使
い
尽
し
の
証

で
あ
り
、
根
本
的
に
は
浄
瑠
璃
の
作
劇
法
の
本
質
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
、
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あ
な
が
ち
作
者
の
才
能
に
帰
す
る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
」
と
す
る
。

（
16
）　

前
掲
注
（
11
）。

（
17
）　

前
掲
注
（
12
）。

（
18
）　

前
掲
注
（
７
）。

（
19
）　

鳥
越
文
蔵
『
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成
』
序
文
、
玉
川
大
学
出
版

部
、
二
〇
〇
六
年
。


